
チリ経済（2014年9月）
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１．経済指標　
（１）経済活動指数（IMACEC）－前年同月比0.3％－
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8月のIMACECは前年同月比0.3％と予想（同1.0％）を大きく下回った。季節調整済前月比は0.5％となった。中銀によると，サービス業が主なプラス要因となった一方，製造業，卸売業及び鉱業が主なマイナス要因となった。
中銀アンケートによる9月IMACECの予想は前年同月比1.5％（中央値）となっている。
（２）消費－弱い動きとなっている－
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①8月の小売商業販売指数（実質，INE公表）は，前年同月比1.7％となった。同指数（除く車）は同3.3％となった。
②8月のスーパーマーケット販売額（実質，INE公表）は，前年同月比4.7％となった。
③8月の商業販売額（チリ商工会議所公表，サンティアゴ首都圏，暫定値）は前年同月比▲0.1％となった。
④8月の消費者認識指数（CIEN公表）は119.3と前月（123.8）から悪化した。現状指数（147.6），将来指数（109.3）もともに悪化となった。
⑤9月の新車販売台数は29,753台（前年同月比▲7.7％）と再びマイナスに転じた。
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（３）鉱工業生産，電力－生産は弱い－
8月の工業生産指数は，前年同月比▲4.9％となった。セクター別では，たばこ製品が同▲23.1％，金属製品（除く機械）が同▲15.5％，印刷・出版が同▲15.5％，ゴム・プラスチック製品が同▲13.2％とマイナスに大きく寄与した。
8月の鉱業生産指数は前年同月比▲0.2％となり，うち銅は同▲2.0％となった。
8月の電力指数は前年同月比1.4％となった。
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43.16

（４）企業の業況判断－大きく悪化している－
9月のIMCE（企業業況判断指数）は43.16ポイントと，中立点である50ポイントを引き続き大きく下回ったものの，前月比では改善した。前年同月差は▲11.13ポイント，前月差は1.91ポイントとなった。内訳を見ると，鉱業が64.62（前月差11.24ポイント）と大きく改善し，建設業も26.03（同1.38ポイント）と改善したが，製造業が39.50（同▲0.25ポイント），商業が45.08（同▲1.46ポイント）と悪化した。
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（５）不動産－増加している－

8月の建築許可面積（INE公表）は前年同月比7.4％（３か月移動平均）と前月に引き続きプラスとなった。内訳を見ると，住居が同13.6％と前月に引き続き高い伸びとなった一方で，非住居は同▲2.2％と引き続きマイナスとなっている。
（６）雇用－失業率は高くなっている－
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6～8月期の失業率は6.7％と前月より0.2％ポイント悪化した。前年同期比で見ると，労働力人口は141,198人増加（前年同期比1.7％），就業者数は51,114人増加（同0.7％），失業者数は90,084人増加（同19.2％）となった。セクター別の就業者数伸び率では，社会保健サービス（同15.4％），不動産・リース（同9.7％），行政・社会保障（同7.6％）が大幅なプラスとなった一方，金融サービス業（同▲8.1％），鉱業（同▲5.8％）が大幅なマイナスとなった。
8月の賃金は，名目は前年同月比6.4％，実質は同1.5％となった。
（７）物価－上昇率は高くなっている－
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9月の消費者物価指数（総合）は，前月比は0.8％，前年同月比は4.9％となった。品目別に前年同月比の動きをみると，主に生鮮野菜果物（12.4％），アルコール飲料・タバコ（8.7％），食料品・飲料品（8.3％）が大きく上昇したものの，衣料品・靴（▲6.8％）が低下している。生鮮野菜果実及び燃料を除くコア指数は，前月比は0.6％，前年同月比は4.5％となった。
中銀アンケートによる10月の消費者物価指数（総合）の予想は前月比0.3％となっている。インフレ期待は1年後：3.3％（前月3.2％），2年後：3.0％（前月3.0％）と引き続き安定している。
8月の生産者物価（全産業）は，前月比は▲0.1％，前年同月比は2.6％となった。
（８）貿易－貿易黒字が継続－
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国際銅価格と銅在庫の推移

銅価格

銅在庫（ロンドン・

NY

・上海合計）

①9月の輸出額（FOB）は61.0億ドル（前年同月比5.0％）となった。内訳を見ると，鉱業品35.5億ドル（同▲2.7％），農林水産品1.9億ドル（同1.0％），製造業品23.6億ドル（同19.6％）となった。鉱業品のうち銅は33.0億ドル（同▲1.1％），銅を除いた輸出総額は28.1億ドル（同13.2％）となった。

②9月の輸入額（FOB）は54.7億ドル（前年同月比▲5.8％）となった。内訳（CIF）は，消費財17.2億ドル（同▲2.8％），中間財31.5億ドル（同▲2.1％），資本財9.5億ドル（同▲18.6％）となった。
③9月の貿易収支（FOB）は6.3億ドルの黒字となった。
（９）対日・中・韓貿易
①対日貿易（FOB）：8月の貿易額は，輸出額5.6億ドル（前年同月比8.8％），輸入額2.5億ドル（同▲3.8％），貿易総額では8.1億ドル（同4.5％）となった。

②対中貿易（FOB）：8月の貿易額は，輸出額14.3億ドル（前年同月比▲22.3％），輸入額12.0億ドル（同▲8.5％），貿易総額では26.3億ドル（同▲16.5％）となった。

③対韓貿易（FOB）：8月の貿易額は，輸出額3.6億ドル（前年同月比0.0％），輸入額1.4億ドル（同▲29.2％），貿易総額では5.0億ドル（同▲10.6％）となった。
２．市場の動き
（１）国際銅価格－横ばい－
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値（銀行間レートの加重平均値）

9月の国際銅価格は，1ポンド3.1600ドル（1日）で始まり，1ポンド3.0554ドル（30日）で終了した。前半は，欧州中央銀行による政策金利の引き下げや，中国における拡張的金融政策への期待感等からじりじりと値を上げたが，後半になると，中国経済の先行きに対する不透明感や世界的なドル高等が影響した形で値を下げ，前月末比▲3.7％で終了した。

9月の銅在庫は，253,190トン（1日）から265,095トン（30日）と前月に比べ若干増加した。
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（２）為替－下落－

9月の為替は，1ドル590.91ペソ（1日）で始まり，1ドル601.66ペソ（30日）で終了した。前半は，チリや米国の経済統計に左右され上下を繰り返す形となったが，後半になると，チリ中銀による政策金利の引き下げを皮切りに，国際的なドルの上昇や銅価格下落等が影響した形でペソ安が進行した結果，月平均で見ると14.42ペソのペソ安・ドル高で終了した。
（３）株価－横ばい－
9月のIPSA値（サンティアゴ主要株式指数）は，4,012.06ポイント（1日）で始まり，3,943.56ポイント（30日）で終了した。電気・ガス・水道部門等比較的好調な部門が牽引する形で株価は上昇，その一方で，低迷する個人消費が影響する形で小売，建設・不動産や金融等で下落した。上記理由をうけて月中間で細かな上下を繰り返した結果，前月末比▲1.3％で終了した。

３．経済トピックス
（１）投資強化計画の公表
9月1日，ミチェル・バチェレ大統領は，短期間内にチリ経済を活性化するための投資強化計画を公表した。この１年半にわたりチリに根付いた経済減速を緩和させるために５億ドルの追加予算を投じるとともに，中小企業支援やイノベーション推進等を行うものである。①2014年中の公共投資の強化・加速，②経済活性化を目的とした公的企業（コデルコ及び国営銀行）に対する資本投入，③インフラの官民コンセッションの推進，④民間部門におけるプロジェクト・投資の具体化に対するインセンティヴ，⑤アリカ，イキケ，バルパライソ地方の災害からの復興，⑥中小企業に重点を置いた輸出産業の育成といった６つの柱で構成されている。
（２）チリ中銀，経済見通しを公表
9月3日，中央銀行は「金融政策レポート（IPoM，2014年9月）」を公表した。2014年の経済成長率の見通しは前回の2.5～3.5％から1.75～2.25％へと下方修正され，新たに2015年見通しを3.0～4.0％と予測した。消費者物価指数は，今年は4％を超える水準で推移し，来年には3％まで下降するものと見ている。
（３）国際競争力ランキング
9月2日，世界経済フォーラムによる2014－2015年版国際競争力ランキングが発表され，チリは１４４か国中，前回に比べ順位を１つ上げ３３位となり，ラ米地域におけるトップを維持した。ペルー，メキシコ，ブラジルといった国が順位を下げたことで，今回改めて順位差が開いた。また，スペインやポルトガルといった欧州諸国を上回った。OECD加盟国と比較すると競争力の順位には依然として大きな開きが存在する。これら諸国と比較すると，チリにおいて比較的遅れている分野が，保健，初等教育，テクノロジー，ビジネスの多様性，イノベーション及びインフラであることがわかる。
（４）中央銀行，政策金利を引き下げ
9月11日，チリ中央銀行は定例の金融政策決定会合において，政策金利を年率3.50％から，３か月連続で0.25ポイント引き下げ，年率3.25％とすることを決定した。国内においては，経済活動，需要と雇用の見通しがチリ経済の停滞状況を表しているにもかかわらず，失業率は低いままであり，名目賃金の年間伸び率は増加を続けている，との認識を示した。
（５）税制改革法案の可決・成立
9月10日，下院は国会における３巡目の審議において，上院によって提出された税制改革法案に対する１４２項目にわたる修正案を可決した。同月26日，同法案はバチェレ大統領により公布された。法人税の増税，個人所得税における最高税率の引き下げ，環境税の新設，たばこ・アルコール課税の増税等を含む税制改革により，2014年には約7.5億ドル，2015年には約23億ドル，最終年度の2017年には約83億ドルの増収が見込まれ，この増収分のほとんどが教育に充てられることになっている。(了)                          
＜概要＞　景気は弱い動きとなっている。


消費は弱い動きとなっている。


生産は弱い動きをしており，企業マインドは大きく悪化している。


失業率は高くなっている。


消費者物価の上昇率は高くなっている。


貿易は黒字が継続している。


銅価格，株価はいずれも横ばい，為替は下落した。


先行きについては，銅価格及び為替の動向が国内経済に与える影響に引き続き留意する


必要がある。
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